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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】エンジンの一時停止後、アキュムレータの圧力
にかかわらず迅速に運転を再開することを可能にする油
圧制御装置を提供する。
【解決手段】油圧制御装置は、パイロットポンプ１８と
、パイロットポンプ１８が吐出するパイロット油を制御
弁１６に導くパイロットライン２０と、操作部材２４と
、操作部材２４が受ける操作に対応してパイロット圧の
供給及び遮断を行うパイロット操作弁２６と、アキュム
レータ２８と、パイロットライン２０からアキュムレー
タ２８へのパイロット油の流入を許容する許容位置３３
と制限する制限位置３４とに切換わり可能なアキュムレ
ータ切換弁３０と、エンジン１０の一時停止及びその後
の再始動を行わせるエンジン停止制御部と、アキュムレ
ータ切換弁３０の位置を切換える切換制御部と、を備え
る。切換制御部は、エンジン１０の再始動時にアキュム
レータ切換弁３０を制限位置３４に切換える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンを搭載する作業機械に設けられる油圧制御装置であって、
　パイロット圧の供給を受けることにより作動するパイロット操作式の制御弁と、
　油圧ポンプからなり、前記エンジンにより駆動されることによりパイロット油を吐出す
るパイロットポンプと、
　前記パイロットポンプが吐出するパイロット油を前記制御弁に導くパイロットラインと
、
　前記パイロット操作式切換弁を動かすための操作を受ける操作部材と、
　前記パイロットラインの途中に設けられ、前記操作部材が前記操作を受けないときは閉
弁して前記制御弁への前記パイロット圧の供給を遮断し、前記操作部材が前記操作を受け
たときはその操作に応じたパイロット圧を前記制御弁に与えるように開弁するパイロット
操作弁と、
　前記パイロットポンプと前記パイロット操作弁との間の領域で前記パイロットラインに
接続されるアキュムレータと、
　前記パイロットラインと前記アキュムレータとの間に介在し、当該パイロットラインか
ら当該アキュムレータへのパイロット油の流入を許容する許容位置と当該パイロットライ
ンから当該アキュムレータへのパイロット油の流入を前記許容位置に比べて制限する制限
位置とに切換わり可能なアキュムレータ切換弁と、
　前記エンジンの稼働中に前記作業機械の運転状態が予め設定されたエンジン停止条件を
充足するときに前記エンジンを一時停止させ、当該一時停止中に前記作業機械の状態が予
め設定されたエンジン再始動条件を充足するときに前記エンジンを再始動させるエンジン
停止制御部と、
　前記アキュムレータ切換弁の位置を切換える切換制御部と、を備え、当該切換制御部は
、前記エンジン停止制御部が前記エンジンを再始動させるときに前記アキュムレータ切換
弁を前記制限位置に切換える、作業機械の油圧制御装置。
【請求項２】
　請求項１記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記切換制御部は、前記エンジンの
再始動後、予め設定されたアキュムレータ復帰条件を満たす場合に前記アキュムレータ切
換弁を前記許容位置にする、作業機械の油圧制御装置。
【請求項３】
　請求項２記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記アキュムレータ内の圧力を検出
するアキュムレータ圧検出器をさらに備え、前記アキュムレータ復帰条件は前記アキュム
レータ圧検出器により検出される圧力が予め設定された許容圧力以上であることを含む、
作業機械の油圧制御装置。
【請求項４】
　請求項２または３記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記アキュムレータ復帰条
件は、前記エンジンが再始動してから所定時間が経過することを含む、作業機械の油圧制
御装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記アキュムレー
タ切換弁の前記制限位置は前記許容位置に比べて少ない制限流量でのみ前記パイロットラ
インから前記アキュムレータ内へのパイロット用の流入を許容する制限許容位置である、
作業機械の油圧制御装置。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれかに記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記制限位置は前
記パイロットラインと前記アキュムレータとの間を遮断する遮断位置である、作業機械の
油圧制御装置。
【請求項７】
　請求項２または３記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記制限位置は前記パイロ
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ットラインと前記アキュムレータとの間を遮断する遮断位置であり、前記アキュムレータ
復帰条件は前記操作部材の操作量が予め設定された許容範囲内にあるという条件を含む、
作業機械の油圧制御装置。
【請求項８】
　請求項７記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記アキュムレータ内の圧力を検出
するアキュムレータ圧検出器をさらに備え、前記切換制御部は、前記アキュムレータ圧検
出器により検出される圧力が予め設定された許容圧力以上になった時点以降は前記操作部
材の操作量にかかわらず前記アキュムレータ切換弁を開弁状態に維持する、作業機械の油
圧制御装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記切換制御部は
、前記アキュムレータ切換弁を前記制限位置に切換えるための切換指令信号を出力するも
のであり、前記アキュムレータ切換弁は、前記切換指令信号の入力を受け入れる信号入力
部を有し、当該切換指令信号の入力がない場合は前記許容位置を維持し、当該切換指令信
号の入力を受けると前記許容位置から前記制限位置に切換えられるように構成される、作
業機械の油圧制御装置。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれかに記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記切換制御部は
、前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置に切換えるための切換指令信号を出力するも
のであり、前記アキュムレータ切換弁は、前記切換指令信号の入力を受け入れる信号入力
部を有し、当該切換指令信号の入力がない場合は前記制限位置を維持し、当該切換指令信
号の入力を受けると前記制限位置から前記許容位置に切換えられるように構成され、前記
切換制御部は、前記エンジンが一時停止しているときは前記切換指令信号の出力を停止す
る、作業機械の油圧制御装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかに記載の作業機械の油圧制御装置であって、前記切換制御部
は、前記アキュムレータからのパイロット油の供給を必要とする特定の作業が行われると
きは常に前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置にする、作業機械の油圧制御装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンが搭載される作業機械に設けられる油圧制御装置であって、前記エ
ンジンにより駆動されるパイロットポンプと、当該パイロットポンプからのパイロット圧
の供給を受けることにより作動するパイロット操作式の制御弁を含むものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、作業機械の油圧制御装置として、いわゆるパイロット式の油圧切換弁、すなわち
、パイロット圧の供給を受けることにより作動する制御弁と、当該制御弁にパイロット圧
を入力するためのパイロット回路と、を備えたものが多く用いられている。前記パイロッ
ト回路は、エンジンにより駆動されるパイロットポンプと、当該パイロットポンプが吐出
するパイロット油を前記制御弁のパイロットポートに導くパイロットラインと、当該パイ
ロットラインの途中に設けられてオペレータが操作部材に与える操作に応じて前記パイロ
ット圧を変化させるパイロット操作弁、例えばリモコン弁、と、を含む。
【０００３】
　さらに、前記パイロット回路には、蓄圧器であるアキュムレータが付設される場合があ
る。前記アキュムレータは、前記パイロットラインに接続され、前記パイロット油の流入
を適宜受け入れて蓄圧し、パイロット圧が必要とされる場合に前記パイロット油を放出す
る。
【０００４】
　一方、前記エンジンの駆動は、燃料の節減や騒音の抑制を目的としたいわゆるアイドリ
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ングストップ制御によって一時的に停止される場合がある。当該アイドリングストップ制
御は、例えば操作装置が一定時間操作されていないといった予め設定されたエンジン停止
条件を満たす場合に実行され、これにより前記パイロットポンプによるパイロット圧の生
成も停止される。その後、エンジン再始動条件を満たす場合にエンジンの再始動が行われ
、これにより、前記パイロットポンプの駆動も再開される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－２３７１６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前記のようなアキュムレータを含む装置では、前記パイロットポンプの駆動が再開され
てもパイロット圧がすぐに立ち上がらないおそれがある。すなわち、前記アイドリングス
トップ制御によるエンジンの停止中、アキュムレータに蓄えられた油は放出されて当該ア
キュムレータの圧力は低下しており、また仮に当該アキュムレータの入口に設けられた開
閉弁が閉じられることにより当該アキュムレータが封止されていたとしても前記エンジン
の停止が長時間にわたり継続された場合には当該アキュムレータからの油の漏出によりア
キュムレータの圧力は低下している。従って、この状態でエンジンが再始動してパイロッ
トポンプの駆動が再開されても、しばらくは当該パイロットポンプの吐出するパイロット
油が前記アキュムレータの蓄圧に用いられてしまい、これにより、オペレータによる操作
部材の操作にかかわらず前記パイロット操作弁の二次圧すなわち前記制御弁に供給される
パイロット圧がすぐに立ち上がらないおそれがある。このことは、オペレータの意志と実
際の運転状態との間にずれを生じさせることになり、好ましくない。
【０００７】
　特許文献１は、前記アキュムレータに蓄えられる圧力が一定以下の場合にはエンジンの
再始動を禁止してオペレータによる操作を無効にし、これをオペレータに知らせる技術を
開示するが、この技術においても、アイドリングストップ状態においてオペレータが操作
を行った時点でのアキュムレータの圧力が低いと当該操作が有効とならないため、迅速な
運転操作の再開は不可能である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前記の事情に鑑み、エンジンが搭載された作業機械に設けられる油圧制御装
置であって、前記エンジンの一時停止後、アキュムレータの圧力にかかわらず迅速に運転
を再開することを可能にするものを提供することを目的とする。
【０００９】
　提供されるのは、エンジンを搭載する作業機械に設けられる油圧制御装置であって、パ
イロット圧の供給を受けることにより作動するパイロット操作式の制御弁と、油圧ポンプ
からなり、前記エンジンにより駆動されることによりパイロット油を吐出するパイロット
ポンプと、前記パイロットポンプが吐出するパイロット油を前記制御弁に導くパイロット
ラインと、前記パイロット操作式切換弁を動かすための操作を受ける操作部材と、前記パ
イロットラインの途中に設けられ、前記操作部材が前記操作を受けないときは閉弁して前
記制御弁への前記パイロット圧の供給を遮断し、前記操作部材が前記操作を受けたときは
その操作に応じたパイロット圧を前記制御弁に与えるように開弁するパイロット操作弁と
、前記パイロットポンプと前記パイロット操作弁との間の領域で前記パイロットラインに
接続されるアキュムレータと、前記パイロットラインと前記アキュムレータとの間に介在
し、当該パイロットラインから当該アキュムレータへのパイロット油の流入を許容する許
容位置と当該パイロットラインから当該アキュムレータへのパイロット油の流入を前記許
容位置に比べて制限する制限位置とに切換わり可能なアキュムレータ切換弁と、前記エン
ジンの稼働中に前記作業機械の運転状態が予め設定されたエンジン停止条件を充足すると
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きに前記エンジンを一時停止させ、当該一時停止中に前記作業機械の状態が予め設定され
たエンジン再始動条件を充足するときに前記エンジンを再始動させるエンジン停止制御部
と、前記アキュムレータ切換弁の位置を切換える切換制御部と、を備える。前記切換制御
部は、前記エンジン停止制御部が前記エンジンを再始動させるときに前記アキュムレータ
切換弁を前記制限位置に切換える。
【００１０】
　この装置によれば、エンジンが一時停止してから再始動する際には、切換制御部がアキ
ュムレータ切換弁の位置を制限位置に切換えてパイロットポンプからアキュムレータへの
パイロット油の流入を抑制するため、当該アキュムレータの圧力にかかわらず、前記パイ
ロットポンプから前記パイロットラインを通じて制御弁に供給されるパイロット圧を迅速
に立ち上げることができる。従って、エンジンが再始動してから迅速に運転を再開するこ
とが可能である。
【００１１】
　前記切換制御部は、前記エンジンの再始動後、予め設定されたアキュムレータ復帰条件
を満たす場合に前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置にすることが、より好ましい。
前記のようにエンジン再始動時のパイロット圧が立ち上がった後は、前記アキュムレータ
切換弁が前記許容位置に切換えられてパイロットポンプからのパイロット油の一部が前記
アキュムレータに多く流入しても当該流入がパイロット圧に与える影響は小さい。従って
、前記エンジンの再始動後に前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置に切換えることで
、迅速な運転の再開を可能にしながらアキュムレータの復帰も行うことができる。
【００１２】
　さらに、前記アキュムレータ復帰条件を適当な条件に設定することにより、前記アキュ
ムレータ切換弁が前記制限位置から前記許容位置に切換えられることによる運転への影響
をなくし、あるいは当該影響をより小さく抑えることが可能である。
【００１３】
　例えば、前記油圧制御装置は、前記アキュムレータ内の圧力を検出するアキュムレータ
圧検出器をさらに備え、前記アキュムレータ復帰条件は前記アキュムレータ圧検出器によ
り検出される圧力が予め設定された許容圧力以上であることを含むのが、好ましい。この
アキュムレータ復帰条件によれば、アキュムレータ内の圧力であるアキュムレータ圧が高
くなった時点で前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置に切換えることにより、当該切
換が制御弁へのパイロット圧の供給に与える影響を十分小さく抑えることが可能である。
【００１４】
　前記アキュムレータ復帰条件は、前記操作部材の操作量が予め設定された許容範囲内に
あるという条件を含んでもよい。前記のようにエンジン再始動時のパイロット圧が立ち上
がった後は、前記アキュムレータ切換弁が前記許容位置に切換えられてパイロットポンプ
からのパイロット油の一部が前記アキュムレータに多く流入しても当該流入がパイロット
圧に与える影響は小さいので、前記エンジンが再始動してから所定時間が経過した後に前
記アキュムレータ切換弁を前記許容位置に切換えることで、オペレータの操作への干渉を
抑えながらアキュムレータの復帰を行うことが可能である。
【００１５】
　前記アキュムレータ切換弁の制限位置は、例えば、前記許容位置に比べて少ない制限流
量でのみ前記パイロットラインから前記アキュムレータ内へのパイロット用の流入を許容
する制限許容位置が、好適である。当該制限許容位置では、前記許容位置に比べて前記ア
キュムレータへのパイロット油の流入を制限することにより、エンジン再始動時にパイロ
ット油が前記アキュムレータに流入することに起因するパイロット圧の立ち上がりの遅れ
を抑制しながら、当該制限許容位置を維持したままでもエンジン再始動後にアキュムレー
タ内の圧力が時間経過とともに上昇して当該アキュムレータが復帰することを可能にする
。
【００１６】
　つまり、前記アキュムレータ切換弁の制限位置が前記制限許容位置である場合は、前記
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アキュムレータ内の圧力が時間経過とともに上昇するので、前記アキュムレータ復帰条件
が、前記エンジンが再始動してから所定時間が経過することを含むことにより、簡単な制
御で、前記アキュムレータ内の圧力が上昇してから前記アキュムレータ切換弁を前記許容
位置に切換えることが可能になる。
【００１７】
　前記アキュムレータ切換弁の制限位置は、あるいは、前記パイロットラインと前記アキ
ュムレータとの間を遮断する遮断位置であってもよい。この遮断位置によれば、エンジン
再始動時におけるパイロットポンプからアキュムレータへのパイロット油の流入をなくす
ことにより、制御弁に供給されるパイロット圧の立ち上がりをより迅速にすることができ
る。
【００１８】
　前記アキュムレータ切換弁の制限位置が前記遮断位置である場合、前記制限許容位置と
異なり、時間の経過にかかわらずアキュムレータ内の圧力は上昇しないが、前記アキュム
レータ復帰条件が、前記操作部材の操作量が予め設定された許容範囲内にあるという条件
を含むことにより、つまり、操作部材の操作量が小さくて大きなパイロット圧の要請がな
いときに前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置に切換えることにより、前記操作部材
の操作による運転に与える影響を抑えながらアキュムレータ内の圧力を上昇させて当該ア
キュムレータを復帰させることができる。
【００１９】
　この場合、前記アキュムレータ内の圧力を検出するアキュムレータ圧検出器をさらに備
え、前記切換制御部は、前記アキュムレータ圧検出器により検出される圧力が予め設定さ
れた許容圧力以上になった時点以降は前記操作部材の操作量にかかわらず前記アキュムレ
ータ切換弁を開弁状態に維持することが、好ましい。前記のようにアキュムレータ内の圧
力が前記許容圧力以上になった時点からは前記アキュムレータ切換弁を前記許容位置に切
換えても制御弁に供給されるパイロット圧に与える影響は小さく、前記操作部材の操作量
に応じてアキュムレータ切換弁の位置を切換えるという制御は不要である。従って、前記
アキュムレータ内の圧力の監視は、前記操作量に基づくアキュムレータ切換弁の過剰な切
換動作が行われるのを防ぎ、当該切換動作の繰返しによる機器寿命の短縮を抑えることを
可能にする。
【００２０】
　前記アキュムレータ切換弁の切換のための具体的な構成としては、前記切換制御部が、
前記アキュムレータ切換弁を前記制限位置に切換えるための切換指令信号を出力するもの
であり、前記アキュムレータ切換弁が、前記切換指令信号の入力を受け入れる信号入力部
を有し、当該信号入力部への当該切換指令信号の入力がない場合は前記許容位置を維持し
、当該切換指令信号の入力を受けると前記許容位置から前記制限位置に切換えられるよう
に構成されるものが、好ましい。当該アキュムレータ切換弁は、例えば切換制御部の故障
や断線といった異常の発生により切換指令信号の入力を受けられなくなった場合でも前記
許容位置を維持することにより、当該異常にかかわらずアキュムレータが使用可能な状態
を保持することができる。
【００２１】
　前記アキュムレータ切換弁は、前記とは逆に、前記信号入力部への前記切換指令信号の
入力がない場合は前記制限位置を維持し、当該切換指令信号の入力を受けると前記制限位
置から前記許容位置に切換えられるように構成されたものでもよい。例えば、前記アキュ
ムレータ切換弁の制限位置が前記アキュムレータから前記パイロットラインへのパイロッ
ト油の流出を遮断する位置である場合、前記切換制御部は、前記エンジンが一時停止して
いるときに前記切換指令信号の出力を停止することにより、当該切換指令信号の生成に必
要なエネルギーを節約しながら、前記アキュムレータ切換弁を前記制限位置に保って前記
アキュムレータ内の圧力が低下するのを有効に抑止することができる。
【００２２】
　前記切換制御部は、前記パイロットポンプからのパイロット油の供給に加えて前記アキ
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ュムレータからのパイロット油の供給を必要とする特定の作業が行われるときは常に前記
アキュムレータ切換弁を前記許容位置にすることが、好ましい。このように構成された切
換制御部は、前記特定の作業（例えばクレーンのフリーフォール作業のように一時的に大
流量のパイロット油の供給を要する作業）ではアキュムレータの使用を優先することによ
り当該特定の作業を確実に行うことを可能にする。
【発明の効果】
【００２３】
　以上のように、本発明によれば、エンジンが搭載された作業機械に設けられる油圧制御
装置であって、前記エンジンの一時停止後、アキュムレータの圧力にかかわらず迅速に運
転を再開することを可能にするものが、提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る作業機械の油圧制御装置を示す回路図である。
【図２】前記油圧制御装置におけるコントローラの入出力を示すブロック図である。
【図３】前記コントローラの演算制御動作を示すフローチャートである。
【図４】エンジンの再始動に伴う前記油圧制御装置の作用を示すタイムチャートである。
【図５】前記油圧制御装置におけるアキュムレータ切換弁の第１の変形例を示す回路図で
ある。
【図６】前記油圧制御装置におけるアキュムレータ切換弁の第２の変形例を示す回路図で
ある。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る作業機械の油圧制御装置を示す回路図である。
【図８】前記第２の実施の形態に係る作業機械の油圧制御装置のコントローラの演算制御
動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の好ましい実施の形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２６】
　図１は、前記実施の形態に係る作業機械の油圧制御装置及びこれに関係する主要な構成
要素を示す回路図である。なお、本発明が適用される作業機械の種類は問わず、当該作業
機械には、例えばクレーン、油圧ショベル、破砕機、その他の油圧式作業機械が含まれる
。
【００２７】
　この実施の形態に係る作業機械は、図１に示すエンジン１０と、このエンジン１０が生
成する動力によって作動する油圧回路と、当該油圧回路を制御するコントローラ４０と、
を備える。前記油圧回路は、メイン回路２と、パイロット回路４と、蓄圧装置６と、を含
む。
【００２８】
　前記メイン回路２は、メインポンプ１２と、油圧アクチュエータ１４と、制御弁１６と
、を有する。
【００２９】
　前記メインポンプ１２は、油圧ポンプからなり、前記エンジン１０の出力軸に連結され
る。当該メインポンプ１２は、当該エンジン１０が生成する動力によって駆動されること
により、タンク内の油を作動油として吐出する。
【００３０】
　前記油圧アクチュエータ１４は、前記メインポンプ１２が吐出する作動油の供給を受け
ることにより、前記作業機械に含まれる所定の駆動対象を動かすように作動する。例えば
当該駆動対象がクレーンのウィンチである場合、前記油圧アクチュエータ１４には、当該
ウィンチに含まれるウィンチドラムを回転させる油圧モータが該当する。
【００３１】
　前記制御弁１６は、前記メインポンプ１２と前記油圧アクチュエータ１４との間に介在
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し、当該メインポンプ１２から当該油圧アクチュエータ１４への作動油の供給及び当該油
圧アクチュエータ１４からタンクへの作動油の排出を制御するように作動する。具体的に
、当該制御弁１６はパイロット式の油圧切換弁からなり、パイロット圧の供給を受けるこ
とにより当該パイロット圧に対応したストロークで開弁作動し、当該ストロークに対応し
た流量で前記メインポンプ１２から前記油圧アクチュエータ１４に作動油が供給されるこ
とを許容する。
【００３２】
　前記パイロット回路４は、所定のパイロット圧を生成して前記制御弁１６に入力するも
のであり、パイロットポンプ１８と、パイロットライン２０と、リリーフ弁２２と、操作
レバー２４と、リモコン弁２６と、を含む。
【００３３】
　前記パイロットポンプ１８は、油圧ポンプからなり、前記メインポンプ１２と同様に前
記エンジン１０の出力軸に連結される。当該パイロットポンプ１８は、当該エンジン１０
が生成する動力によって駆動されることにより、タンク内の油をパイロット油として吐出
する。
【００３４】
　前記パイロットライン２０は、前記パイロットポンプ１８に接続される配管であり、当
該パイロットポンプ１８が吐出するパイロット油を前記制御弁１６のパイロットポートに
導くように配設される。
【００３５】
　前記リリーフ弁２２は、変更可能な設定圧をもつリリーフ弁であって、前記パイロット
ライン２０の圧力を前記設定圧以下に制限する機能を有する。具体的に、当該リリーフ弁
２２は、前記パイロットライン２０とタンクとの間に介在するとともに、前記パイロット
ライン２０の圧力が前記設定圧に達すると開弁する。
【００３６】
　前記操作レバー２４は、オペレータによる操作を受ける操作部材であり、前記リモコン
弁２６は当該操作レバー２４に連結されるパイロット操作弁である。すなわち、当該リモ
コン弁２６は、前記パイロットライン２０の途中に設けられ、前記操作レバー２４に与え
られる操作に連動して開弁動作することにより、当該リモコン弁２６の下流側の圧力であ
るパイロット二次圧、つまり実際に前記制御弁１６に入力されるパイロット圧、を前記操
作レバー２４に与えられる操作に応じて変化させる。
【００３７】
　前記蓄圧装置６は、アキュムレータ２８と、アキュムレータ切換弁３０と、を有する。
【００３８】
　前記アキュムレータ２８は、アキュムレータライン２９を介して前記パイロットライン
２０の一次側の部位、つまり前記リモコン弁２６よりも上流側の部位、に接続される蓄圧
器である。当該アキュムレータ２８は、前記パイロットライン２０を流れるパイロット油
を適宜受け入れて蓄圧を行う機能と、必要に応じて蓄えた圧力を前記パイロットライン２
０に放出する機能と、を有する。
【００３９】
　前記アキュムレータ切換弁３０は、前記パイロットライン２０と前記アキュムレータ２
８との間に介在するように前記アキュムレータライン２９の途中に設けられる。当該アキ
ュムレータ切換弁３０は、前記アキュムレータライン２９を開通して前記パイロットライ
ン２０から前記アキュムレータ２８へのパイロット油の流入を許容する許容位置３３と、
当該パイロットライン２０から当該アキュムレータ２８へのパイロット油の流入を前記許
容位置に比べて制限する制限位置３４と、を有する。
【００４０】
　この実施の形態に係るアキュムレータ切換弁３０は、ソレノイド３２を有する電磁切換
弁からなり、当該ソレノイド３２に切換指令信号が入力されないときは前記許容位置３３
を保ち、当該ソレノイド３２に切換指令信号が入力されると前記制限位置３４に切換えら
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れるように構成されている。図１に示される制限位置３４は、前記アキュムレータライン
２９を完全にブロックする位置、つまり前記パイロットライン２０から前記アキュムレー
タ２８を遮断する遮断位置、である。
【００４１】
　前記油圧回路には、複数の検出器が設けられる。当該複数の検出器は、パイロット圧検
出器３７と、アキュムレータ圧検出器３８と、を含む。
【００４２】
　前記パイロット圧検出器３７は、例えば圧力センサからなり、前記パイロットライン２
０のうち前記リモコン弁２６の下流側の領域の圧力（パイロット二次圧）ＰＬに相当する
パイロット圧検出信号を生成する。当該パイロット圧検出信号は、前記操作レバー２４の
操作状態についての情報として前記コントローラ４０に入力される。
【００４３】
　前記アキュムレータ圧検出器３８も、例えば圧力センサからなり、前記アキュムレータ
ライン２９のうち前記アキュムレータ切換弁３０よりも前記アキュムレータ２８に近い部
位の圧力であるアキュムレータ圧ＰＡに相当するアキュムレータ圧検出信号を生成する。
当該アキュムレータ圧検出信号は、アキュムレータ２８内の圧力についての情報として前
記コントローラ４０に入力される。
【００４４】
　前記コントローラ４０は、本発明に関する機能として、図２に示されるエンジン停止制
御部４２及び切換制御部４４を有する。
【００４５】
　前記エンジン停止制御部４２は、燃料の節減や騒音の抑制を目的としたいわゆるアイド
リングストップ制御を行う。具体的に、前記エンジン停止制御部４２は、次の制御を行う
。
【００４６】
　Ａ）前記エンジン停止制御部４２は、前記エンジン１０の稼働中に前記作業機械の運転
状態が予め設定されたエンジン停止条件を充足するときに前記エンジン１０を一時停止す
なわちアイドリングストップさせる。当該エンジン停止条件は、任意に設定されることが
可能であり、複数の項目を含んでもよい。例えば、１ａ）運転室その他の適所に設けられ
たアクスル操作装置が一定時間操作されないこと、２ａ）前記作業機械がクレーンである
場合に旋回パーキングブレーキが作動していること、３ａ）操作レバー２４の操作量が一
定以下であること、を含んでもよい。これらの項目は、全て論理積で結ばれてもよいし、
全て論理和で結ばれてもよいし、あるいは論理積と論理和の混合であってもよい。例えば
、前記項目１ａ～３ａの全てに該当する場合にのみエンジン１０のアイドリングストップ
が行われてもよいし、前記項目１ａ～３ａの少なくとも一つに該当する場合に当該アイド
リングストップが行われてもよいし、前記項目１ａ及び２ａの少なくとも一つに該当しか
つ項目３ａに該当する場合にのみ当該アイドリングストップが行われてもよい。
【００４７】
　Ｂ）前記エンジン停止制御部４２は、前記エンジン１０のアイドリングストップ中に前
記作業機械の状態が予め設定されたエンジン再始動条件を充足するときに前記エンジン１
０を再始動させる。当該エンジン再始動条件も、任意に設定されることが可能であり、複
数の項目を含んでもよい。例えば、エンジン１０のアイドリングストップ中に１ｂ）前記
アクスル操作装置が一定量以上操作されたこと、２ｂ）前記旋回パーキングブレーキが解
除されたこと、３ｂ）操作レバー２４が一定量以上操作されたこと、を含んでもよい。こ
れらの項目も、全て論理積で結ばれてもよいし、全て論理和で結ばれてもよいし、あるい
は論理積と論理和の混合であってもよい。例えば、前記項目１ｂ～３ｂの全てに該当する
場合にのみエンジン１０の再始動が行われてもよいし、前記項目１ｂ～３ｂの少なくとも
一つに該当する場合に当該再始動が行われてもよいし、前記項目１ｂ及び２ｂの少なくと
も一つに該当しかつ項目３ｂに該当する場合にのみ当該再始動が行われてもよい。
【００４８】
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　前記切換制御部４４は、前記アキュムレータ切換弁３０を開閉作動させるように当該ア
キュムレータ切換弁３０に対する指令を行う。具体的に、この実施の形態に係る切換制御
部４４は、切換指令信号を生成して前記アキュムレータ切換弁３０のソレノイド３２に入
力することにより当該アキュムレータ切換弁３０を前記制限位置（この実施の形態では遮
断位置）３４に切換える動作と、当該切換指令信号の入力を停止して当該アキュムレータ
切換弁３０を前記許容位置３３に復帰させる動作と、を行う。
【００４９】
　この装置の特徴として、前記切換制御部４４は、前記アキュムレータ切換弁３０の切換
について次のような制御動作を行う。
【００５０】
　Ａ）前記切換制御部４４は、前記エンジン停止制御部４２が前記エンジン１０を一時停
止させている間すなわちアイドリングストップ中は前記切換指令信号の生成及び前記アキ
ュムレータ切換弁３０への入力を停止する。
【００５１】
　Ｂ）前記切換制御部４４は、前記エンジン停止制御部４２が前記エンジンを再始動させ
た時点で前記アキュムレータ切換弁３０を前記制限位置３４に切換える。
【００５２】
　Ｃ）前記切換制御部４４は、前記エンジン１０の再始動後、予め設定されたアキュムレ
ータ復帰条件を満たす場合に前記アキュムレータ切換弁３０を前記許容位置３３に復帰さ
せる。当該アキュムレータ復帰条件も、任意に設定されることが可能である。当該アキュ
ムレータ復帰条件は、前記エンジン停止条件や前記エンジン再始動条件と同様、複数の項
目を含んでもよく、これらの項目は論理積、論理和のいずれで結ばれていてもよい。
【００５３】
　この実施の形態では、前記アキュムレータ切換弁３０の制限位置３４が遮断位置であっ
てアキュムレータ２８内へのパイロット油の流入を許容しない位置、つまり時間の経過に
かかわらずアキュムレータ圧を増加させない位置、であることから、操作レバー２４の操
作による運転に影響を与えずに前記アキュムレータ２８を昇圧させるためのアキュムレー
タ復帰条件として、１ｃ）前記パイロット圧検出器３７により検出されるパイロット圧Ｐ
Ｌが予め設定された規定圧ＰＬｎよりも小さいという項目と、２ｃ）前記アキュムレータ
圧検出器３８により検出されるアキュムレータ圧ＰＡが予め設定された許容圧力ＰＡｓ以
上であるという項目と、が論理和で結ばれるとともに、３ｃ）エンジン１０が再始動して
から所定時間ＴＡが経過するという項目と論理積で結ばれている。
【００５４】
　ここで、前記パイロット圧ＰＬについて設定される規定圧ＰＬｎは、前記操作レバー２
４の操作量が０または実質上非操作とみなせる程度に微小な値である。従って、当該規定
圧ＰＬｎは、制御弁１６が開弁し始めるパイロット圧をＰＬｏとするとＰＬｎ＜ＰＬｏを
満たす範囲で設定されることが、好ましい。
【００５５】
　また、前記所定時間ＴＡは、前記エンジン１０の再始動時に前記アキュムレータ切換弁
３０が前記制限位置に切換えられてからパイロットポンプ１８の駆動によるパイロット圧
の立ち上がりを保証するための最低制限時間よりも長い時間（例えば５秒）に設定される
ことが好ましい。このような所定時間ＴＡは、実験やシミュレーションによって特定され
ることが可能である。あるいは、当該所定時間ＴＡがオペレータの入力操作によって指定
されてもよい。
【００５６】
　前記のようなアキュムレータ復帰条件の設定により、前記切換制御部４４は、ｉ）エン
ジン１０が再始動してから少なくとも前記所定時間ＴＡが経過するまでは前記アキュムレ
ータ切換弁３０を制限位置に維持した後、ｉｉ）前記アキュムレータ圧ＰＡが前記許容圧
力ＰＡｓに満たないうちは前記パイロット圧ＰＬが前記規定圧ＰＬｎ未満であるという条
件を満たす場合にのみ前記アキュムレータ切換弁３０を前記制限位置３４から前記許容位
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置３３に切換え、ｉｉｉ）前記アキュムレータ圧ＰＡが前記許容圧力ＰＡｓに達した時点
からは前記パイロット圧ＰＬにかかわらず前記アキュムレータ切換弁３０を前記許容位置
３３に維持するように、構成されている。
【００５７】
　次に、前記コントローラ４０が行う制御動作、特に切換制御部４４が行うアキュムレー
タ切換弁３０の切換制御動作、を図３のフローチャートを参照しながら説明する。なお、
このフローチャートに示される「ＰＡフラグ」は、現在の運転状態が、エンジン１０の再
始動後にアキュムレータ圧ＰＡが許容圧力ＰＡｓまで復帰した状態であるか否かを判定す
るためのフラグであって、アイドリングストップが行われる前の初期状態では「１」に設
定される。
【００５８】
　前記切換制御部４４は、現在エンジン１０がアイドリングストップ状態であるか否かを
判定し（ステップＳ１）、アイドリングストップ状態でない場合は（ステップＳ１でＮＯ
）、ＰＡフラグに基づく判定を行う（ステップＳ２）。ＰＡフラグが１である場合（ステ
ップＳ２でＮＯ）、つまり、アキュムレータ圧ＰＡが既に許容圧力ＰＡｓに達している場
合、切換制御部４４はアキュムレータ切換弁３０を許容位置に維持する（ステップＳ３）
。
【００５９】
　前記コントローラ４０のエンジン停止制御部４２がエンジン１０をアイドリングストッ
プさせると（ステップＳ１でＹＥＳ）、切換制御部４４はＰＡフラグを０に切換え（ステ
ップＳ４）、現在の運転状態がエンジン再始動条件を満たすまで（ステップＳ５でＮＯ）
アキュムレータ切換弁３０を許容位置３３に維持する（ステップＳ３）。現在の運転状態
がエンジン再始動条件を満たすと（ステップＳ５でＹＥＳ）、エンジン停止制御部４２が
エンジン１０を再始動させ（ステップＳ６）、この時点から切換制御部４４はエンジン再
始動後の経過時間を計測するための計測時間Ｔをリセットしてそのカウントを開始する（
ステップＳ７）とともに、アキュムレータ切換弁３０を制限位置にする（ステップＳ８）
。
【００６０】
　前記エンジン１０の再始動直後は、前記ＰＡフラグは０のままである（ステップＳ２で
ＮＯ）。前記切換制御部４４は、前記計測時間Ｔが前記所定時間ＴＡに到達するまでは（
ステップＳ９でＮＯ）その他の条件に関係なくアキュムレータ切換弁３０を制限位置に維
持し（ステップＳ８）、前記計測時間Ｔが前記所定時間ＴＡに到達した時点から（ステッ
プＳ９でＹＥＳ）、アキュムレータ圧ＰＡ及びパイロット圧ＰＬに基づきアキュムレータ
切換弁３０の切換の判定を行う（ステップＳ１０～ステップＳ１２）。
【００６１】
　すなわち、前記切換制御部４４は、前記アキュムレータ圧ＰＡが前記許容圧力ＰＡｓに
満たない間は（ステップＳ１０でＮＯ）、前記パイロット圧ＰＬが規定圧ＰＬｎ未満であ
る、つまり実質上操作レバー２４が操作されておらずリモコン弁２６が閉じている、とい
う条件を満たす場合にのみ（ステップＳ１１でＹＥＳ）アキュムレータ切換弁３０を許容
位置に切換える（ステップＳ３）。その後、前記アキュムレータ圧ＰＡが前記許容圧力Ｐ
Ａｓ以上になると（ステップＳ１０でＹＥＳ）、切換制御部４４はＰＡフラグを１に切換
え（ステップＳ１２）、この時点からはパイロット圧ＰＬに関係なくアキュムレータ切換
弁３０を許容位置３３に維持する（ステップＳ３）。
【００６２】
　このように、アキュムレータ復帰条件としてパイロット圧ＰＬが規定圧ＰＬｎ未満であ
るという条件とアキュムレータ圧ＰＡが許容圧力ＰＡｓ以上であるという条件とを論理和
で結ぶことは、アキュムレータ圧ＰＡが十分高くてアキュムレータ切換弁３０を許容位置
に切換えることが制御弁１６のパイロット操作に影響を与えない状況にあるにもかかわら
ずパイロット圧ＰＬに応じてアキュムレータ切換弁３０の開閉操作が過剰に行われるのを
防ぎ、これにより、当該開閉操作に起因する機器寿命の短縮を抑止することを可能にする
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。なお、前記パイロット圧ＰＬや前記アキュムレータＰＡの判定にはハンチングを抑止す
るためのヒステリシスが与えられてもよい。
【００６３】
　図４は、前記エンジン１０の再始動に伴うエンジン回転数、アキュムレータ切換弁３０
の位置、パイロット一次圧（リモコン弁２６の上流側の領域におけるパイロットライン２
０の圧力）Ｐ１及びアキュムレータ圧ＰＡの時間変化を示すタイムチャートである。
【００６４】
　前記エンジン１０が再始動される時点、すなわち、エンジン１０のアイドリングストッ
プ状態がオンからオフに切換えられる時点ｔ１、よりエンジン回転数が立ち上がるととも
に、アキュムレータ切換弁３０がそれまでの許容位置３３から制限位置３４に切換えられ
る。この切換は、前記エンジン１０の再始動により駆動されるパイロットポンプ１８から
吐出されるパイロット油がアキュムレータ２８に流入するのを阻み、これにより、前記エ
ンジン回転数の立ち上がりに呼応してパイロット一次圧Ｐ１も図４に破線５１で示される
ように迅速に立ち上がることを可能にする。このことは、エンジン１０が再始動してから
オペレータが操作レバー２４の操作によって迅速に運転を再開することを可能にする。
【００６５】
　一方、図４に破線６１で示されるようにアキュムレータ圧ＰＡはエンジン再始動後も最
低圧を維持したままであるが、前記エンジン１０の再始動後、操作レバー２４が中立位置
に戻された時点ｔ２、つまりパイロット圧ＰＬが規定圧ＰＬｎ未満の圧力まで低下した時
点ｔ２、でアキュムレータ切換弁３０が再び許容位置３３に切換えられることによりパイ
ロット油がアキュムレータ２８に流入してアキュムレータ圧ＰＡが上昇する。つまり、ア
キュムレータ２８が復帰する。このとき、前記アキュムレータ２８への前記パイロット油
の流入により前記破線５１に示されるように一時的にパイロット一次圧Ｐ１が低下するが
、操作レバー２４が操作されていないので運転に影響を与えることがない。もし仮に操作
レバー２４が操作されていたとしても、パイロット圧はエンジン１０の始動後から既に十
分に立ち上がっているので、前記パイロット一次圧の一時的な低下が運転に与える影響は
、小さい。
【００６６】
　比較例として、前記エンジン１０が再始動した時点で前記アキュムレータ切換弁３０の
前記許容位置３３から前記制限位置３４への切換が行われない場合を想定する。この場合
、パイロットポンプ１８のパイロット油は前記アキュムレータ切換弁３０を通じて大きな
流量でアキュムレータ２８に流入するため、図４に点線６０に示されるようにアキュムレ
ータ圧ＰＡは比較的迅速に上昇する。しかし、その分、図４に点線５０で示されるように
パイロット一次圧Ｐ１がエンジン回転数の上昇に呼応して上昇することができず、その立
ち上がりが遅れる。このことは、前記エンジン１０の再始動後に操作レバー２４に与えら
れる操作と実際に制御弁１６に与えられるパイロット圧との間に時間的なずれを生じさせ
、オペレータに著しい違和感を与える。
【００６７】
　これに対して図３に示される制御は、エンジン１０が再始動してから少なくとも所定時
間ＴＡが経過するまではアキュムレータ切換弁３０を制限位置３４に保つことによって、
迅速なパイロット圧の立ち上がりを保証し、これにより、オペレータに著しい違和感を与
えるのを防ぐことができる。さらに、当該制御は、アキュムレータ圧ＰＡが許容圧力ＰＡ
ｓ以上である場合またはパイロット圧ＰＬが規定圧ＰＬｎ未満である場合に限りアキュム
レータ切換弁３０を許容位置３３に切換えることで、当該許容位置３３へのアキュムレー
タ切換弁３０の切換が制御弁１６に与えられるパイロット圧に与える影響をさらに抑える
ことを可能にしている。
【００６８】
　図１に示されるアキュムレータ切換弁３０の制限位置３４は、アキュムレータ２８をパ
イロットライン２０から完全に遮断する遮断位置であるが、本発明は、例えば図４及び図
５にそれぞれ示されるアキュムレータ切換弁３０Ａ，３０Ｂのように、制限位置において
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許容位置よりも少ない流量でパイロット油が流通するのを許容するように構成されたアキ
ュムレータ切換弁を用いることも可能である。具体的に、図４に示されるアキュムレータ
切換弁３０Ａは、許容位置３３と制限位置３４Ａとを有するが、当該制限位置３４Ａは絞
り３５により制限された流量でパイロット油が流通するのを許容する制限許容位置である
。図５に示されるアキュムレータ切換弁３０Ｂは、前記絞り３５に加えてこれと並列に配
置される逆止弁３６を含み、前記制限位置３４Ｂにおいて、アキュムレータ２８に流入す
るパイロット油についてはその流量を絞り３５によって規制する一方、アキュムレータ２
８からの油は流量を規制することなく当該油が逆止弁３６を通じて流出することを許容す
る。
【００６９】
　前記アキュムレータ切換弁３０Ａ，３０Ｂにおいて、パイロットライン２０からアキュ
ムレータ２８に流入するパイロット油の最大流量を制限流量Ｑｌｉｍ以下に抑えるには、
下記の式を満たすように絞り３５の流路面積Ａｈが設定されればよい。
【００７０】
　Ｑｌｉｍ≧Ｃ×Ａｈ×√（ＰＰ－ＰＡ）
　ここで、Ｃは流量係数、ＰＰは前記リリーフ弁２２によりパイロットライン２０に与え
られる設定圧である。
【００７１】
　前記アキュムレータ切換弁３０Ａ，３０Ｂのように、その制限位置３４Ａ，３４Ｂにお
いてアキュムレータ２８へのパイロット油の流入を許容するものが用いられても、当該ア
キュムレータ２８に入力するパイロット油の流量はリモコン弁２６側に流れるパイロット
油の流量に比べると僅かであるから、前記アキュムレータ切換弁３０が用いられる場合と
同様、図４に実線５２で示されるようにパイロット圧一次圧Ｐ１が迅速に立ち上がること
が可能である。
【００７２】
　しかも、前記制限位置３４Ａ，３４Ｂにあってもアキュムレータ切換弁３０Ａ，３０Ｂ
は図４に実線６２で示されるようにアキュムレータ圧ＰＡが時間経過とともに上昇するこ
とを許容するため、その昇圧速度を見計らって、エンジン１０が再始動した時点ｔ１から
所定時間すなわち前記アキュムレータ圧ＰＡが十分な圧力まで上昇するのに必要な時間が
経過した後にアキュムレータ切換弁３０を許容位置３３に切換える制御を行うことにより
、前記のようなパイロット圧ＰＬに基づく頻度の高い切換制御を行うことなく、しかも運
転操作に影響を与えずに前記アキュムレータ切換弁３０を許容位置３３に切換えてアキュ
ムレータ２８を復帰させることが可能である。
【００７３】
　例えば図３のフローチャートでは、ステップＳ９における「所定時間ＴＡ」として、前
記制限位置３４Ａまたは３４Ｂにおけるアキュムレータ切換弁３０Ａまたは３０Ｂを通じ
てのアキュムレータ２８へのパイロット油の流入によってアキュムレータ圧ＰＡを許容圧
力ＰＡｓまで上昇させるのに必要な時間が設定されることにより、ステップＳ１０，Ｓ１
１の判断を行うことなく適正な時期にアキュムレータ切換弁３０を許容位置に復帰させる
ことが可能である。
【００７４】
　図１に示されるアキュムレータ切換弁３０は、信号入力部であるソレノイド３２への切
換指令信号の入力がない場合は許容位置３３を維持し、当該切換指令信号の入力を受ける
と前記許容位置３３から制限位置３４に切換えられるものであるため、例えば切換制御部
４４の故障や断線といった異常の発生により切換指令信号の入力を受けられなくなった場
合でも前記許容位置３３を維持することにより、当該異常にかかわらずアキュムレータ２
８が使用可能な状態を保持することができるという利点がある。
【００７５】
　しかし、その反面、エンジン１０のアイドリングストップ中にバッテリーの消費電力の
節減を目的として前記アキュムレータ切換弁３０への切換指令信号の入力を停止すると、
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当該アイドリングストップ中はアキュムレータ切換弁３０が許容位置３３に保たれるため
にアキュムレータ圧ＰＡの降下が短時間で進行し、その分、エンジン１０の再始動後のア
キュムレータ圧ＰＡの立ち上がりに時間を要するという不都合がある。
【００７６】
　この不都合は、前記アキュムレータ切換弁３０とは逆に、切換指令信号が入力されない
ときに制限位置を保持し、かつ、当該制限位置ではアキュムレータからパイロットライン
へのパイロット油の流出を遮断するアキュムレータ切換弁を用いることで解消される。そ
の例を第２の実施の形態として図７に示す。図７に示される装置は、図１に示されるアキ
ュムレータ切換弁３０がアキュムレータ切換弁３０Ｃに置換されたものである。当該アキ
ュムレータ切換弁３０Ｃは、前記第１の実施の形態に係るアキュムレータ切換弁３０と同
じく許容位置３３と遮断位置である制限位置３４とを有するが、当該アキュムレータ切換
弁３０とは逆に、信号入力部であるソレノイド３２への切換指令信号の入力がない場合は
前記制限位置３４を維持し、当該切換指令信号の入力を受けると前記制限位置３４から前
記制限位置３３に切換えられるように構成されている。
【００７７】
　この第２の実施の形態では、コントローラ４０の切換制御部４４は、エンジン１０がア
イドリングストップしているときに前記切換指令信号の出力を停止して当該切換指令信号
の生成に必要なエネルギー（例えばバッテリーに蓄えられた電力）を節約しながら、前記
アイドリングストップ中も前記アキュムレータ切換弁３０Ｃを前記制限位置３４に保って
アキュムレータ圧ＰＡが低下するのを有効に抑止することが可能である。
【００７８】
　この第２の実施の形態において行われる制御動作を図８のフローチャートに示す。当該
制御動作は、図３のフローチャートに示される制御動作と実質的に同一であり、アイドリ
ングストップ中にエンジン再始動条件を満たさない間は（ステップＳ５でＮＯ）切換制御
部４４が切換指令信号の入力を停止する結果、アキュムレータ切換弁３０Ｃの位置が許容
位置３３ではなく制限位置（遮断位置）３４に保たれること以外は図３に示される制御動
作と共通するものである。
【００７９】
　以上説明した第１及び第２の実施の形態に係る切換制御部４４が行う制御は、エンジン
１０の再始動時の操作性を重視するものであるが、アキュムレータ２８からのパイロット
油の供給を必要とする特定の作業が行われるときは当該切換制御部４４は常に（つまりエ
ンジン１０の再始動時も含めて）アキュムレータ切換弁を許容位置にする制御を行うこと
が、より好ましい。このように構成された切換制御部４４は、前記特定の作業（例えばク
レーンのフリーフォール作業のように一時的に大きな流量でのパイロット圧の供給を要す
る作業）ではアキュムレータ２８の使用を優先することにより、当該特定の作業を確実に
行うことを可能にする。
【００８０】
　本発明は、以上説明した実施の形態に限定されない。本発明は、例えば次のような態様
を含む。
【００８１】
　Ａ）アキュムレータ復帰条件について
　アキュムレータ復帰条件は、第１及び第２の実施の形態で設定された条件に限られない
。例えば、当該アキュムレータ復帰条件は、エンジンが再始動してから所定時間が経過す
ることのみを含むものでもよい。この場合、アキュムレータ圧が十分に高まる前にアキュ
ムレータ切換弁が許容位置に切換えられる可能性があるが、エンジン再始動時点と異なり
パイロット圧は既に立ち上がっているので、アキュムレータ切換弁を許容位置に切換える
ことがオペレータの操作に与える影響は小さい。
【００８２】
　Ｂ）パイロット操作弁について
　本発明に係るパイロット操作弁は、前記リモコン弁２６のように操作部材である操作レ
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バー２４に直結されるものに限られない。換言すれば、本発明に係る操作レバーとパイロ
ット操作弁とは分離されていてもよい。例えば、前記パイロット操作弁としてパイロット
ラインに設けられる電磁比例弁と、操作部材に与えられる操作に応じた電気信号（操作信
号）を生成する操作装置と、当該操作装置により生成された操作信号に対応したパイロッ
ト圧が得られるように前記電磁比例弁の設定圧を変更するパイロット圧制御回路と、を備
えた装置にも、本発明を有効に適用することが可能である。
【符号の説明】
【００８３】
　１０　　エンジン
　１４　　油圧アクチュエータ
　１６　　制御弁
　１８　　パイロットポンプ
　２０　　パイロットライン
　２４　　操作レバー（操作部材）
　２６　　リモコン弁（パイロット操作弁）
　２８　　アキュムレータ
　２９　　アキュムレータライン
　３０，３０Ａ，３０Ｂ，３０Ｃ　　アキュムレータ切換弁
　３２　　ソレノイド（信号入力部）
　３３　　許容位置
　３４，３４Ａ，３４Ｂ　遮断位置
　３５　　絞り
　３７　　パイロット圧検出器
　３８　　アキュムレータ圧検出器
　４０　　コントローラ
　４２　　エンジン停止制御部
　４４　　切換制御部
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